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「ハイブリッドライス」と一般品種の違い

自家採種が可能種子は毎年更新が必要（自家採種が不可）

　「ハイブリッド(HYBRID)」とは雑種という意味で、元来、生物は遺伝的に遠縁の品種
間で雑種を作ると、組み合わせによってはその一代目（F1）に両親より優れた性質が現
れ、しかもすべて均一な特性を示します。この現象は雑種強勢と呼ばれ、多くの農作物
に活用されており、トウモロコシや多くの野菜の品種がハイブリッド（F1）品種として栽培
されています。
　「みつひかり」については、1986年の開発開始より「日本の稲作環境に適合し、多収
性で、かつ、消費者の嗜好に合う品種開発とその普及」を目標とし、中国の種苗会社と
の開発契約をベースに、その遺伝資源を活用したハイブリッドライスの育種を進めま
した。「みつひかり2003」は良食味米として主に業務用米として大手米卸、外食企業を
通じて取引され、「みつひかり2005」はコシヒカリの系統を継ぎ、炊飯米は光沢に優れ
粘りと甘みが強く、冷めても食味が落ちないという特徴から一般家庭用から業務用ま
で幅広い用途を目的に栽培されています。
　また、「みつひかり」は良食味多収性という特性だけでなく、生育期間が長く、極晩生
種であり刈り取りが遅れても品質低下は少ないという特徴があり、栽培規模の大きな
生産者にとっては作期分散という観点からも有効な品種となっており、栽培面積が増
加しています。
　現在では20県で産地品種銘柄として指定され、令和2年においては1400haの栽培
実績があります。

※「みつひかり」は、遺伝子組換え品種（ＧＭＯ）ではありません。
「みつひかり」は、当社が十数年の歳月をかけて育成したハイブリッド水稲品種です。ハイブリッド品
種とは、純粋に全く異なる性質を持った親品種同士を交配させて出来る品種のことです。お米では
ハイブリッド品種は限られますが、野菜では多くのハイブリッド品種が栽培されています。

「ハイブリッドライス」は両親となる品種の優れた性質が子世代に現れる特性（雑種強勢）を活かした品種です。　　　一般品種とは異なり、種子は毎年更新が必要になります。「ハイブリッドライス」は両親となる品種の優れた性質が子世代に現れる特性（雑種強勢）を活かした品種です。　　　一般品種とは異なり、種子は毎年更新が必要になります。

両親品種の優れた性質が均一に受け継がれます。ハイブリッドライス 毎年同じ性質が子世代に引き継がれます一般品種
花粉の供給

雄株

親世代 親世代子世代(F1） 子世代第2子世代(F2） 第2子世代

雌株

不均一
F2は多様な形質が出現するため

栽培には適さない。

高収量
良食味
高収量
良食味

高収量
良食味
高収量
良食味

高収量
良食味
高収量
良食味



みつひかりの特長

（例）滋賀県大規模生産法人の作業工程
育苗期間
移　　植

生育期間
収　　穫

三井化学（株）が雄株と雌株＊
を交配させ育成した雑種第1
代品種（F1品種）です。良食
味と多収性を実現しました。
現在、

「みつひかり2003」
「みつひかり2005」

の2品種があります。

良好な食味で、収量性が高く、また作期分散に
適しています。

■多収性

■良食味
みつひかり2005みつひかり2003

＊花粉を持たないイネ。みつひかり2003は
「日本晴系統」、みつひかり2005は「コシヒ
カリ系統」。

みつひかり2003(日本晴系統） みつひかり2005（コシヒカリ系統）

生育特性

系譜図

ミルキークイーン

コシヒカリ

キヌヒカリ

日本晴

大粒のダイヤ

秋の詩

山田錦

滋賀羽二重

ヒノヒカリ

にこまる

みつひかり

品種 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

は種 移植 中干し時期 幼穂形成期 出穂 刈取

は種 移植 中干し時期 幼穂形成期 出穂 刈取

は種 移植 中干し時期 幼穂形成期 出穂 刈取

は種 移植 中干し時期 幼穂形成期 出穂 刈取

移植 中干し時期 幼穂形成期 出穂 刈取は種

5 1015202530 5 1015202530 5 1015202530 5 1015202530 5 1015202530 5 1015202530 5 1015202530 5 1015202530 5 1015202530

2 3

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

は種 中干し時期 幼穂形成期 出穂 刈取移植

日本晴

（細胞質雄性不稔因子）

（稔性回復因子）

（雄性不稔系統）

MHA23
（♀）

野生種

C57

LunHui422
（稔性回復系統）

リバース
 422（♂）

みつひかり
 2003

コシヒカリ

（細胞質雄性不稔因子）

（稔性回復因子）

（雄性不稔系統）

MHA25
（♀）

野生種

C57

LunHui422
（稔性回復系統）

リバース
 422（♂）

みつひかり
 2005

※突然変異
↓

●玄米の透明度が高く、光沢に優れます。
●良品質、良食味で業務用に適します。
●炊飯米は光沢が良く、適度な粘りがあり、定食用飯米、
丼物、カレー、チャーハンなど幅広い用途に適します。

●炊飯米はやや硬めなので、洋風・中華に特に適します。

●玄米の透明度が高く、光沢に優れます。
●極良品質・良食味で粘りが強く、爽やかな甘味があります。
●炊飯米は、光沢に優れ、粘りと甘味が強く、冷めても食味が
落ちません。
●一般家庭用から業務用まで、幅広い用途に適します。
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全国収量平均：53５kg/10a
（令和３年産）

良食味

食味値（サタケ食味計）

みつひかり2003
みつひかり2005

● 草丈は高く、穂は特大（一穂籾数はコシヒカリの2～3倍）。
● 耐倒伏性は極強、いもち病耐性は強。

● 草丈は高く、穂は特大（一穂籾数はコシヒカリの2倍程度）。
● 耐倒伏性はやや強い。

● 穂長が長く、一穂粒数は一般品種の約1.5倍程度となり
増収に結びつきます。

■生育特性
● 草姿は受光効率のよい直立型で、葉色も濃
いです。

● 稈長が長く（100cm前後）、草丈も高い一
方で、倒伏に強く稲わらとしての活用性に
も優れます。

●穂が長大（最大穂は300粒超えも）ですが、
穂数は確保しづらいです。

●多肥栽培に適します。
● 生育期間が長い品種です（関東：5月上旬
移植⇒10月上旬～刈取、西日本：6月中旬
移植⇒10月下旬～刈取）。

● 極晩生種で収穫期は10月以降なので、
作期分散に貢献できます。

● 関東から本州・九州の西南暖地域が栽培に
適しています。

■生育スケジュール
一般品種より生育期間が長く、早植えでも普通期移植でも栽培可能です。移植が早いほど収量が安定します。また、
刈取りが遅くなっても品質低下は少なく、作期分散が可能です。

[作期分散事例] 一般品種より生育期間が長く、稲刈りが遅くなっても品質が安定しています。
作期分散が必要な大型生産者において作付が増加しています。

※上記の生育期間は、気象条件、圃場条件などにより異なりますので、目安としてください。

みつひかり ヒノヒカリ

「ハイブリッドライス」 みつひかり

みつひかりの特長

品種

みつひかり2003
みつひかり2005
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雄株と雌株を交配 両親品種の優れた性質を
受け継ぐ

花粉の供給

親世代 子世代(F1）

雄株 雌株
高収量
良食味
高収量
良食味

種子生産 みつひかり栽培

 F1種子
（みつひかり種子）

4月
移植

5月
移植

6月
移植



タチガレエースMは苗立枯病、ムレ苗防止効果と根
の生育促進・移植時の活着促進に優れた効果を発揮
します。

● ● ● ●
● ● ● ●

4 5

種子の発芽を揃えるため、浸種の時間をじっくり取ることが大切です。

酸欠にならないよう水替えを行う。
水量は種籾の2倍以上。
10℃以下の低温を避ける。
芽の動きを確認する。

芽の切れ(鳩胸状態が全体の60％以上）を
確認する。
芽が3mm以上に伸びた場合は十分に陰干し
してからは種する。

■催芽上のポイント
適正な出芽のためには、催芽の見極めが大切です。種籾
の膨らみが増し、「鳩胸状態」以上になったことを確認
して、は種してください。

■は種タイミング

鳩胸状態

全体の60％の種籾が鳩胸状態以上になると播き時
です。

みつひかりは吸水不足・湿度不足では発芽不揃い
となる場合があるので、注意が必要です。

胚芽が白っぽくなっても芽
が動かない場合がある。

芽が伸び過ぎた場合は乾
かしてからは種する。

一般的なは種量
●乾籾150～180g/箱
●20箱/1反使用⇒60株/坪、3～5本/株植え

は種時にはタチガレエースMを灌注。

並べる前に発芽状態を確認する。

平置きの場合も発芽状態を確認してから
シートをはがす。
みつひかり2005は、みつひかり2003より
伸びやすいので注意。
出芽が不揃いの場合は、タチガレエースM※
を灌注。

陰干し

水替え

陰干し

水替え

イラスト後送

イラスト後送

1 3 4 5

2

種子消毒 催　芽

浸　種

出芽・育苗は　種種子消毒 催　芽

浸　種

注意！

●芽出し期間の注意●吸水期間の注意

出芽・育苗は　種

１ 種子消毒・は種・育苗管理

温湯消毒の場合は60℃・10分を厳守する。
●育苗器使用の場合：

●積重ねの場合：

30℃で2～4日、多少伸び
過ぎ位が良い。

上下で発芽状態が異なるため
入れ替える。

32℃で約1日24時間消毒

約13～15℃で
5～7日間

みつひかり栽培のポイント

育苗箱に発生する主な病害と防除薬剤育苗箱に発生する主な病害と防除薬剤
水稲育苗期は、糸状菌による苗立枯病や、細菌病にはもみ枯細菌病、苗立枯細菌病などの病害
が問題となります。被害を防ぐには、種子消毒や育苗期間中の薬剤による病害防除が必要です。

■育苗期の主要病害を抑えるタチガレン剤、ダコレート水和剤■育苗期の主要病害を抑えるタチガレン剤、ダコレート水和剤
タチガレン剤とダコレート水和剤の組み合わせで、育苗期主要病害を幅広く抑えることができます。さらに、
タチガレン剤の発根促進により、移植後、活着が良く、初期成育の良い、丈夫な苗が得られます。

タチガレン剤
ダコレート水和剤

苗立枯病
ピシウム フザリウム トリコデルマ リゾープス

苗いもち ごま葉枯病 健苗育成

タチガレン剤については14Pをご参照ください。

粉剤
液剤

粉剤
液剤 水和剤

※タチガレエースMの使用回数は1回のみです。は種時にタチガレ
エースMを使用した場合は、タチガレンまたはタチガレファイトを
ご利用ください。
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移植

多収性を引き出すためには、初期の茎数確保
が重要です。
施肥設計は元肥重点型とし、一般品種より
2～3割程度肥料を増やしてください。

移植後7日間は水深3cm以下の浅水管理を保ち、分げつを促進させます。

茎数確保のため疎植栽培を控え、移植時の掻き取り本数は3～5本/株、
栽植密度は60株/坪を基本としてください。

10a当りの施肥設計の目安と施肥設計例

■慣行型

■浅水管理で初期成育を確保

■倒伏防止には中干しが重要

■中干し後の入水は慌てずに！

10a当りの元肥窒素成分＋穂肥窒素成分：7～8kgN＋2～3kgN

施肥設計 水管理

移植から10～14日後の生育状態を確認し、分げつが少ない場合は
追肥を検討します。

追肥

用水の供給は出穂30日前頃から行います。入水が早いと下位節間が伸び、倒伏の原因にもなるので注意が必要です。
中干し後は間断灌水とし、固まった土が戻らないように掛け流しはさけてください。

中干し後の入水

■水管理による分げつの違い （5月10日移植、滋賀県）

茎数：12本
草丈：27cm
葉色：41.9（SPAD値）
        <葉色板5.4>

移植後25日 移植後40日 移植後25日 移植後40日移植後25日 移植後40日 移植後25日 移植後40日
茎数：41本
草丈：52cm
葉色：45.6（SPAD値）
        <葉色板6.1>

茎数：6本
草丈：28cm
葉色：35.9（SPAD値）
 <葉色板4.2>

茎数：18本
草丈：37cm
葉色：43.2（SPAD値）
        <葉色板5.6>

元肥

速効性肥料
（14－14－14）

合計
（N成分）

11.4kgN

施肥量施肥量肥料名 肥料名

60kg
（8.4kgN）

穂肥化成
（15－0－15）

20kg
（3.0kgN）

穂肥
（出穂25日前）

元肥

速効性肥料
（14－14－14）

合計施肥量肥料名

●施肥設計例

●施肥設計例

■省力型（一発型肥料）
初期溶出割合の高い肥料もしくは、元肥で速効性と緩効性肥料を組み合わせます。

※1：みつひかり2005は上記目安より1～2割控えめに設計してください。　
※2：上記施肥設計を目安として実際の施肥量は地域・土壌・堆肥の施用・前作の有無に応じて適宜調整してください。

一発型肥料
（22－14－14）

速効分 緩効分

5.6kgN

2.7kgN 3.9kgN

速効性

緩効性

40kg

30kg

12.2kgN

N成分

葉が3枚程あるしっかりした茎が目標茎数に達したら中
干しを開始します。茎数の目安は30本以上です（有効茎
歩合は一般品種より低い6割程度）。

中干し

みつひかりは一般品種と異なり、幼穂形成期前から下位
節間が伸び始めます。下位節間の伸び過ぎは倒伏の原因
になるのできちんと中干しを実行してください。

草姿は直立、穂数確保のため疎植にしない
移植時期が遅い地域や気温が低い地域では栽植
密度を高めに植える

みつひかりの収量を上げるためには元肥重視の施肥設計を組み、
初期の茎数を確保することが重要です。

茎数を確保するため、生育初期（移植後30～45日まで）に
おける分げつ促進が重要です。

2 施肥設計と移植 3 初期生育の確認と中干し

移植時の
掻き取り本数は

3～5本/株を目標に、
栽植密度は60株/坪

浅水管理では
初期分げつが旺盛

深水管理では
茎数不足

みつひかり栽培のポイント

2～3割程度肥料を
増やす

追肥

中干しで固まった土が重りとなって株元を支え倒伏防止につながる。

除草剤が効いたら、浅水ヒタヒタで管理します。初期分げつが旺盛となり茎数確保につながります。

水深
3cm
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生育状況を観察し、穂肥が必要な場合は施用します。

葉色板を使い、穂肥を入れられる状態かを確認します。

葉色版で5未満（SPAD値40以下）の場合は、主穂（株の
中で一番草丈の高い茎）の幼穂の長さを調べ、2～5mm
となったら施用します。

はい いいえ

1回

穂肥を施用

葉
色
板

穂肥を施用 穂肥の施用を控える

葉色板で5未満（SPAD値40以下） 葉色板で5以上

穂肥診断のフローチャート

以下の設問に従って、穂肥の判断を行ってください。
※毎年生育状況は異なりますので、必ずその年の生育状況を確認し、判断してください。

「みつひかり」の穂肥施用の目安の時期を知っている

目安の時期の葉色を確認する
（8ページ上段参照）

葉色板(カラースケール）の数値は
8ページ下段の表で確認

穂肥を入れられる状態なので施肥回数
を決める。
1回・・・・基本設計＝安定生産
2回・・・・穂数不足だが目標収量を確保

したい。
         地力が低く秋落ちが心配。
         より多収を狙う。
※一発肥料でも葉色が落ちた場合は穂肥が必要です。

基本的に穂肥を控えますが、下記のよう
な場合は施用を検討する。
■ かなり色が落ちてきた
■ 地力は高くない
■ 草丈はあまり伸びてない
■ 収量にこだわりたい

主穂の幼穂長を確認 主穂の幼穂長を確認

●1回目：幼穂1mm時（主穂に対する穂肥
適期）に窒素2～3kg /10ａ施用
（N14%なら15～20kg/10a）
●2回目：1週間後に1回目の半分量を
施用

●幼穂2～5mm時（穂肥適期）に窒素2～
3kg/10a施用（N14%なら15～
20kg/10a）

●主穂の幼穂2～5mm時に窒素1～
2kg/10a施用

  （N14%の肥料なら7～15kg/10a）
●穂肥は１回のみとする

主穂の幼穂の
長さが
2～5mm

※穂肥時期や出穂期は地域や気象・圃場条件により異なります。

5未満 5以上

窒素成分で2～3㎏/10a施用します。

ハイブリッドライスの特性で出穂の極端に早いものが出
て来る事がありますが、この個体につられて穂肥が早く
ならないように注意してください。

過剰施用は登熟不良・倒伏の原因となるので注意してく
ださい。
生育状態は毎年異なるので、必ずその年の生育状態を確
認してください。

5月

6月

みつひかりの
移植時期

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

穂肥時期（目安）

7月中旬～7月下旬

7月下旬

7月下旬～8月上旬

8月上旬

8月10日頃

8月15日頃

出穂期（目安）

8月15日頃

8月23日頃

8月26日頃

8月30日頃

9月5日頃

9月10日頃

2回＊

4 穂肥診断と施用時期

●穂肥施用の目安時期

みつひかり栽培のポイント

③穂肥の施用

①葉色版での診断

②幼穂の長さを調査

＊台風による倒伏・登熟遅れなど
のリスクを伴いますが、穂数不
足を補い、より多収を狙う場
合、穂肥を2回施用します。
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みつひかりと他品種の節間伸長の比較 出穂後前後の注意点

■みつひかりの中干し期間と入水時期により節間伸長の比較

■みつひかり （4月下旬移植、7月21日調査（千葉））

■キヌヒカリ （5月下旬移植、7月28日調査（徳島））

●中干し2週間 （5月15日移植、6月30日中干し、7月15日入水、8月2日調査）

●中干し5週間 （4月28日移植、6月15日中干し、7月20日入水、7月22日調査）

第7
節間
3mm

第6
節間
10mm

第5節間
57mm

第4節間
60mm（伸長中）

第7
節間
3mm

第6
節間
10mm

第5節間
57mm

第4節間
60mm（伸長中）

第7
節間
10mm

第5節間
130mm

第4節間
55mm（伸長中）

第7
節間
10mm

第6
節間
 20mm

第6
節間
 20mm

第5節間
130mm

第4節間
55mm（伸長中）

第5
節間

第4
節間

第5
節間

第4
節間

第5節間 第4節間第5節間 第4節間

早すぎる中干し後の入水は下位節が伸びてしまい、倒伏のリスクが高まります。

みつひかりは第5節間以下が伸長

下位節が伸長している（倒伏のリスク）

みつひかりは純度が均一ではないので、出穂の早い「混じり」がありますが、生育や収量、品質に影響はありません。

出穂から収穫までの水管理
出穂後はほとんど水がいらないため土壌表面が乾燥し、割れていても必要以上の入水の必要はありません。株元が動くよ
うな土壌状態の場合は、倒伏の恐れがあるので特に入水を控えてください。

：出穂の早い株（混じり株）

幼穂1.5mm

幼穂7mm

幼穂2.5mm

幼穂3.5mm

みつひかりは第5節間以下が伸長します。中干し後の早すぎる入水は下位節を伸ばし、
倒伏のリスクが高まるので注意が必要です。

5 節間伸長と水管理

みつひかり栽培のポイント

株元を踏み付けると株が動くようだと要注意。中干しで固まった土が重りとなって株元を支え倒伏防止につながる。
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刈り取り時期

「みつひかり」は出穂から刈取りまでの登熟日数は長穂のため長く掛かります。十分に登熟させてください。刈取りが遅く
なっても品質低下はほとんど見られません。

刈取り方

「みつひかり」は長稈のため、コンバインの刈取り位置はやや高刈りで行います。刈取り速度を控え、無理せず能力に
合った条数刈りで行ってください。 

適切な篩目
「みつひかり」は、一般品種より粒厚が薄く、粒形がやや長いという特徴があります。篩目が大きいと品質の良い粒が落ちて
しまいます。収量と品質を両立するため、選別篩は1.75mmが一般的です（実需者との検討の結果）。

青籾残存割合15% 穂の下まで黄熟

一般品種では刈取り
適期だが、みつひか
りでは早刈りとなる
ので注意。

みつひかりでは刈取
りが遅くなっても品
質低下はほとんど
ありません。

早刈りの場合、収量を2～3俵落とす
場合があるので注意してください。

※実収（1.75mm）と篩目別玄米分布からの計算値

篩目

10a当たり
平均収量

1.75mm

13.2俵

1.8mm

12.5俵

1.85mm

10.5俵

1.9mm

7.7俵

格付

S-A

整粒

84.6%

未熟

9.7%

被害

1.7%

死米

0.3％

着色

0.0％

胴割

3.2％

砕粒

0.5％

●みつひかりの登熟歩合調査例
早刈り（適期の14日前）

66%

適期刈取り

87%

1.75mmの選別篩でも品質に問題はありせん。

※篩目については、米流通先に確認を行ってください。

2.00mm上 2.00～
1.95mm

1.95～
1.90mm

1.90～
1.85mm

1.85～
1.80mm

1.80～
1.75mm

1.75～
1.70mm 1.70mm下

病害虫・雑草管理については次ページからの「病害虫雑草防除のポイント」をご参照ください

みつひかりは登熟期間が長いので早刈りに注意しましょう。

6 刈取り時期の判断

●みつひかりの篩目別平均収量調査例●みつひかりと他品種の玄米分布の比較調査例

●1.75mm篩選別での平均玄米品質調査例

み
つ
ひ
か
り

コ
シ
ヒ
カ
リ

あ
き
だ
わ
ら

静岡精機RS‐2000X分析

みつひかり栽培のポイント

■十分に登熟させ、早刈りに注意

収量構成要素と「みつひかり」の収量目標
「みつひかり」の収量目標として、10a当たり750kg（12.5俵）を目指します

「みつひかり」栽培のポイントまとめ

7 安定多収栽培技術のまとめ

■刈取りは負荷をかけ過ぎずゆっくりと

※登熟の進み具合は地域、気象条件、圃場条件、施肥体系等の栽培条件により
異なります。必ず圃場で状態を確認して判断して下さい。

一般的な品種
の刈取り適期

みつひかりの
刈取り適期

植付け本数が少ないと目標穂数を確保しづらいので注意。

穂数確保のため可能な限り早い田植えに努める。

 中干しは強め、入水は幼穂形成を確認してから。

幼穂形成期にN：2～3kg/10a相当を施用する。

強い中干しを行い、入水を急がない。

穂肥過多、実肥は登熟遅れ、歩留低下の原因となるので注意。

選別篩は1.75mmが一般的。

穂肥過多に注意。出穂以降の追肥は行わない。

カメムシ等の病害虫防除を徹底する。

水のあて過ぎに注意。

疎植にせず、坪当たり50～60株とする。
田植え後は浅水とし、初期分げつを促進する。

基肥重点とした施肥体系とする。
施肥量は一般品種の2～3割増とする。

地中深く根が入っており水不足の心配は少ない。
用水が早めに切れても心配なし、天水で十分です。

出穂55～60日後を目安として刈取る。
（刈取りが遅くなっても品質低下は殆どない）

目的

穂数（茎数）の確保

一穂粒数の確保

登熟の維持・向上

品質、食味の向上

栽培のポイント

疎植にしない

3～5本植付け

基肥重点施用

栽培の早期化

中干しの実施

穂肥の実施

倒伏防止

穂肥の適正化

水管理

早刈り注意

選別篩の選定

穂肥の適正化

防除の徹底

登熟期の水管理

穂数
300本/m²
16～17本/株(60株)
20本/株(50株)

一穂粒数
150粒

千粒重
21.0ｇ

登熟歩合
80％

収量
750kg/10a
（12.5俵）

＝
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タチガレン剤による健苗育成効果

タチガレン剤の健苗育成効果

ご使用いただいた
農家さん337人に
お聞きしました。

95％の人が
健苗育成を実感！
95％の人が
健苗育成を実感！

タチガレン剤の上手な使い方（例）

タチガレエースM液剤
1000倍液を1000㎖/箱 灌注

※出芽させるには、は種時に1000㎖の灌注が必要。
薬液を1000㎖灌注すれば、灌水は省けます。　　

タチガレエースM液剤
1000倍液を500㎖/箱 灌注

※通常の灌水の代わりに・・・・・・

タチガレエースM液剤
1000倍液を1000㎖/箱 灌注

タチガレファイト液剤
500倍液を500㎖/箱 灌注

ムレ苗防止効果アップ！ 肥料入りで健苗を増強！

三井化学アグロの苗立枯病防除剤ラインナップ
50年以上の信頼と実績

出芽時が低温の場合に発生が多く、出芽前
後に腐敗して枯死する。生き残った苗の基
部は水浸状に淡褐変し、生育は遅滞する。

主な苗立枯病

出芽阻害型

病苗が2、3葉期になってから急に萎凋枯死する「萎凋・立枯型」と、枯死には至らず生育
が停滞する「生育遅延型」がある。本菌は他の糸状菌と異なり、罹病部位の褐変のほ
か、苗の地際部やまわりの土壌表面にかびの発生が見られない。イネ以外の畑作物や
野菜類にも寄生するので、これらの栽培跡地の土壌を苗床に使うと発生しやすい。

発芽直後の根や苗の地際部が褐変腐敗す
る。苗の伸びは悪く、地上部は萎凋した後、
黄化して枯死する。苗立枯れはパッチ状に
発生することが多く、地際部には白色～紅
色の粉状のかびが生える。

急性萎凋型（ムレ苗）

健康で元気な苗づくり！
タチガレン剤は苗立枯病の主要な原因であるピシウム(Pythium)、フザリウム(Fusarium)などの土壌病原菌に有効
で、苗立枯病防除に優れた効果を発揮します。また、ムレ苗を防ぎ、不良環境にも強い苗を育てます。

フザリウム属菌ピシウム属菌

※タチガレエースM液剤の使用回数は1回のみです。
　タチガレン剤を2回使用する場合は、タチガレン液剤、タチガレファイト液剤を組み合わせてご利用ください。

ダコレート水和剤との混用により、トリコデルマ、リゾープスによる苗立枯病と苗いもちも防除できます（5P参照）。

ヒドロキシイソキサゾール ヒドロキシイソキサゾール・メタラキシルM ヒドロキシイソキサゾール複合肥料

粉剤
液剤

粉剤
液剤

試験概要
（鹿児島県 薩摩川内市 JA北さつま育苗センター）

●は 種 日：5月21日
●薬剤処理日：5月21日
●調 査 日：6月14日

1回処理
 の場合

2回処理
 の場合

試験概要 ［密苗］
（福島県 社内試験）

遠目からでも処理と比較して無処理の第2葉鞘高が高いこと
がわかる。

無処理区は根張りが悪く、土が見えている。処理区は根が太く、多いので、マット形成がしっかりし
ており、土が見えていない。

は種時処理
出芽時処理

発芽後処理
移植前処理

発芽後処理
移植前処理

は種時処理
出芽時処理

●マット形成がよい。

●根が太い。

●根張りがよい。

●移植後の活着がよかった。

●根によく土が絡む。

●根が多い。

●根が長い。

●草丈が長い。

●田植機に積み込みやすい。

●茎がしっかりしている。

●欠株がなかった。

●芽出しが早い。

●色がよくなった。

●葉がかたい。

●マット形成がよい。

●根が太い。

●根張りがよい。

●移植後の活着がよかった。

●根によく土が絡む。

●根が多い。

●根が長い。

●草丈が長い。

●田植機に積み込みやすい。

●茎がしっかりしている。

●欠株がなかった。

●芽出しが早い。

●色がよくなった。

●葉がかたい。

※農薬をご使用の際は、ご購入先、弊社ホームページなどで最新の登録内容をご確認ください。

500倍　500㎖/枚

●は 種 日：5月2日
●薬剤処理日：5月2日500倍　500㎖/灌注

「明らかに根張りに違いがみられた。次年度からタチガレン剤の使用を検討する」

無処理

無処理 処理 無処理 処理 無処理 処理

無処理 処理 処理

液剤

（農家コメント）

タチガレン剤は高密度は種の苗に対しても、苗立枯病をしっかり防除するだけでなく、健康な苗作りを促進します。

苗立枯病・健苗育成病害虫雑草防除のポイント
育苗期防除 ①
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近年の水稲育苗箱処理剤の開発により持続的に病害虫を防除することが可能となりました。
育苗箱処理剤は移植時から生育期に発生する多くの病害虫の被害を防ぐことができ、
省力化の上でも欠かせない技術となっています。

三井化学アグロの育苗箱処理剤

水稲を加害する病害虫

薬剤名

サンエース箱粒剤

サンスパイク箱粒剤

Dr.オリゼスタークル箱粒剤

Dr.オリゼスタークル箱粒剤OS

サントリプル箱粒剤

サンフェスタ箱粒剤

ツインキック箱粒剤

トリプルキック箱粒剤

使用時期使用方法

病害 害虫
カ
メ
ム
シ
類

イ
ネ
カ
ラ
バ
エ

イ
ネ
ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

イ
ネ
ク
ロ
カ
メ
ム
シ

イ
ナ
ゴ
類

ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ

コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

イ
ネ
ツ
ト
ム
シ

フ
タ
オ
ビ
コ
ヤ
ガ

ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ

ウ
ン
カ
類

イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ

墨
黒
穂
病

白
葉
枯
病

内
穎
褐
変
病

穂
枯
れ（
ご
ま
葉
枯
病
菌
）

も
み
枯
細
菌
病

稲
こ
う
じ
病

紋
枯
病

い
も
ち
病

地域の病害虫の発生状況に合わせ、最適な箱処理剤をご活用ください。

●●●●●●●●●●●●●●

●

●●●●●●●●●●●●

●●●●

●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●

●●●
●●

●●

●●●●●●●●●●●●●

●●●

●●●●●●●●●

●

●●●●●●●●

●

移植時

いもち病

葉いもち

穂いもち

葉いもち

穂いもち

紋枯病

稲こうじ病

もみ枯細菌病

穂枯れ（ごま葉枯病菌）

内穎褐変病

イネミズゾウムシ イネドロオイムシ コブノメイガ

幼虫 幼虫 幼虫成虫幼虫

幼虫 幼虫被害 被害（すす病）幼虫 幼虫

幼虫

幼虫幼虫 被害 被害被害幼虫

幼虫成虫

成虫 成虫トビイロウンカ　成虫成虫 成虫

被害 被害幼虫による被害 被害

被害 被害坪枯れ被害

被害

幼虫 被害

被害

被害

被害

被害

幼虫による被害

イネクロカメムシ ウンカ類 ニカメイチュウ

坪枯れ

トビイロウンカ　成虫

イネヒメハモグリバエ

イネツトムシ（イチモンジセセリ）

ツマグロヨコバイ

フタオビコヤガ

イナゴ類

コバネイナゴ　成虫コバネイナゴ　成虫被害（すす病）

■葉いもち、穂いもちともにしっかり予防できるいもち病防除剤です。
■第3のメラニン生合成阻害剤（MBI-P）に分類され、既存剤の耐性菌も難なく抑えます。
■植物体に対して病害抵抗性を誘導する作用機構もあるので、2つの作用でいもち病を
　 しっかり抑えます。
■薬剤を吸着しやすい腐植や粘土の多い土壌で使用した場合でも、安定した効果を発揮します。

稲の最重要病害「いもち病」を育苗箱処理でしっかり長く抑える、三井化学アグロの新しい有効
成分「トルプロカルブ」を配合した箱処理剤シリーズ。いもち病をはじめ、様々な主要病害虫を
同時防除できます。地域の病害虫の発生状況に合わせ、最適な箱処理剤をご利用ください。

トルプロ
カルブ
の特長

育苗箱処理

側条施用

移植3日前
～移植当日

移植時

育苗箱処理

側条施用

●●●移植時側条施用

●●●移植時側条施用

移植3日前
～移植当日

育苗箱処理 移植3日前
～移植当日

育苗箱処理 移植3日前
～移植当日

移植時
移植当日

移植当日

育苗箱処理

側条施用

移植3日前
～移植当日

移植時

育苗箱処理

側条施用

移植3日前
～移植当日

移植3日前
～移植当日

育苗箱処理

緑化期
～移植当日

移植当日
育苗箱処理

移植3日前
～移植当日

1成分で2つの作用機作を有する「トロプロカルブ」を配合！
  新系統の効き目で、いもち病菌を強力にブロックします。

ト
ル
プ
ロ
カ
ル
ブ
含
有
育
苗
箱
処
理
剤

オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
含
有
育
苗
箱
処
理
剤

トルプロカルブ…4.0%
クロラントラニリプロール…0.75%
トリフルメゾピリム…0.75%
シメコナゾール…4.5%

トルプロカルブ…4.0%
クロラントラニリプロール…0.75%
トリフルメゾピリム…0.75%

トルプロカルブ…4.0％
クロラントラニリプロール…0.75％
ジノテフラン…6.0％

トルプロカルブ…4.0％
クロラントラニリプロール…0.75％
ジノテフラン…6.0％

トルプロカルブ…9.0%
シアントラニリプロール…0.75%

トルプロカルブ…9.0%
シアントラニリプロール…0.75%
シメコナゾール…4.5%

プロベナゾール…25.0%
ジノテフラン…2.0%

プロベナゾール…24.0%
ジノテフラン…12.0%

いもち病に2つの作用性
「メラニン生合成阻害MBI-P」 ＋ 「病害抵抗性誘導」

〔トルプロカルブ配合 〕

さらば、いもち病！

※農薬をご使用の際は、ご購入先、弊社ホームページなどで最新の登録内容をご確認ください。

初期生育期の病害虫防除（育苗箱処理剤）病害虫雑草防除のポイント
育苗期防除 ②



三井化学アグロの水稲除草剤は、移植前～中・後期の各ステージで幅広い雑草に対応する豊富なラインアップを
取り揃えています。各地域の雑草の発生状況、田植時の作業体系に合わせ、有効にご活用ください。
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■新規の作用機構（HST阻害）を有する除草剤
有効成分です。新規作用機構を有することか
ら、抵抗性雑草の対策にも有効です。

■オモダカ、コナギ、ホタルイ等を含む広葉雑草
やカヤツリグサ科雑草に高い効果を示し、新葉
に白化作用を引き起こし枯死させます。

■他の白化型除草剤（4-HPPD阻害剤）と相性が
良く、混合することで飛躍的な相乗効果を示し
ます。

■水稲に対して高い安全性を有し、一部のトリケ
トン系4-HPPD阻害剤に感受性を示す飼料稲
品種に対しても高い安全性を有します＊1。

初期・初中期一発処理除草剤初期除草剤

【田植同時処理で省力防除が可能】

【田植後にしっかり除草。フロアブル、ジャンボ剤で省力的に！】

移植時 または 移植直後～ノビエ2葉期まで
スラッシャ／クサトッタ1キロ粒剤
4成分なのに経済的 !  藻や表層はく離にも有効で田んぼがきれい！

中・後期除草剤

【ノビエ、広葉、多年生雑草が残った圃場に】
移植後14日～ノビエ3.5葉期まで（ただし､収穫45日前まで ）

アトカラS／セカンドショットSジャンボMX
省力タイプの投げ込み剤。ソニックスプレッド ®テクノロジー＊2で速やかに拡散！
ノビエから多年生雑草まで幅広い草種に有効！

【ノビエを除く雑草が残った圃場に】
移植後14日～60日（ただし、収穫45日前まで）

バイスコープ/ルナクロス1キロ粒剤
新規有効成分「サイラ®」配合。ノビエを除く生育の進んだ広葉雑草（特にオモダカ、コナギ）に高い効果！
ホタルイ、クログワイは15cmまで。イボクサ、クサネムにも有効です。

【ノビエが残った圃場に】
移植後14日～ノビエ5葉期まで（ただし、収穫50日前まで）

トドメMF1キロ粒剤
高葉齢のノビエに高い効果！  2週間程度の土壌処理効果（残効性）を示します。

移植後14日～ノビエ7葉期まで（ただし、収穫50日前まで）
トドメMF乳剤
希釈して使う茎葉処理剤です。ノビエは業界最大葉齢の7葉期まで効果あり。キシュウスズメノヒエ、アゼガヤにも効果を発揮！

移植後14日～ノビエ4葉期まで（ただし､収穫45日前まで）
オシオキMX1キロ粒剤
ノビエと多年生カヤツリグサ科雑草に高い効果！  ドローンによる散布も可能です。

移植後15日～ノビエ5葉期まで（稲4葉期以降）（ただし、収穫60日前まで）
フォローアップ1キロ粒剤
高葉齢のノビエと多年生カヤツリグサ科雑草に高い効果！  ドローンによる散布も可能です。

移植後20日（稲5葉期以降）～ノビエ6葉期（ただし、収穫30日前まで）
ワイドアタックSC
希釈して使う茎葉処理剤です。高葉齢のノビエやクログワイ、オモダカ等の多年生雑草に優れた効果！

移植後15日～ノビエ6葉期まで（ただし、収穫50日前まで）
トドメバスMＦ液剤
希釈して使う茎葉処理剤です。高葉齢のノビエと生育の進んだ広葉雑草に高い効果！  残ってしまった雑草に対してのレスキュー剤です。

移植1日後～ノビエ2.5葉期まで
ジェイソウルジャンボ
新規有効成分「サイラ®」配合。ノビエ、オモダカ、コナギ、ホタルイ等、幅広い雑草に高い効果。

イネキングジャンボ
オモダカ、アゼナ、コナギ等、広葉雑草に安定した効果。イボクサ等の畦畔侵入雑草にも効果あり。

移植時 または 移植直後～ノビエ2.5葉期まで
ジェイソウル1キロ粒剤・フロアブル
新規有効成分「サイラ®」配合。ノビエ、オモダカ、コナギ、ホタルイ等、幅広い雑草に高い効果！

移植1日後～ノビエ3葉期まで

ジャスタ／クサウェポンジャンボ
新規有効成分「サイラ®」配合。ノビエから多年生雑草、畦畔侵入雑草まで非常に幅広い草種をカバー。
キシュウスズメノヒエも抑えます。

移植5日後～ノビエ3葉期まで
ウルティモZフロアブル・ジャンボ
新規有効成分「サイラ®」配合。ホタルイ、クログワイ、コウキヤガラ、シズイ等の
多年生雑草に強く、長く効きます。

移植時 または 移植直後～ノビエ3.5葉期まで
ジャスタ／クサウェポン1キロ粒剤・フロアブル
新規有効成分「サイラ®」配合。ノビエから多年生雑草、畦畔侵入雑草まで非常に幅広い草種をカバー。
キシュウスズメノヒエも抑えます。フロアブルは水口処理も可能。

ウルティモZ1キロ粒剤
新規有効成分「サイラ®」配合。ホタルイ、クログワイ、コウキヤガラ、シズイ等の多年生雑草に強く、長く効きます。

アールタイプ／シュナイデン1キロ粒剤
クログワイ、ホタルイに安定した効果。多年性雑草を根から抑えます。

イネキング1キロ粒剤・フロアブル
オモダカ、アゼナ、コナギ等、広葉雑草に安定した効果。イボクサ等の畦畔侵入雑草にも効果あり。

は種 稲1葉期 稲
3葉期

【田植前から初期雑草をしっかり防除】
植代後～移植7日前（移植後でも使用可）
MICスウィープフロアブル
ノビエ、オモダカ、ホタルイの多い圃場に！

ベアス／ベクサー1キロ粒剤・フロアブル
1成分で経済的！ノビエ、アゼナ等の発生を抑えます。
田植同時処理可能！

は種時 または は種直後～ノビエ1.5葉期（ただし、収穫90日前まで）
ジカマック500グラム粒剤
3成分の湛水直播専用の初期除草剤！　反当り500グラムの処理量なので、
作業性に優れます。播種同時散布が可能！

直播用　一発処理除草剤

直播用　体系処理除草剤
稲1葉期～ノビエ2.5葉期（ただし、収穫90日前まで）
イネキング1キロ粒剤・フロアブル・ジャンボ
オモダカ、アゼナ、コナギ等、広葉雑草に安定した効果。イボクサ等の畦畔
侵入雑草にも効果あり。フロアブルは水口処理も可能です。

は種後10日～ノビエ6葉期（ただし、収穫50日前まで）
トドメMF 乳剤

トドメバスMF液剤

トドメMF1キロ粒剤

除草剤分類 33

移植
5日後

移植
3日後

移植
7日前代かき

田植

新規水稲除草剤有効成分「サイラ®」

耕起前

耕起前

は種時 または は種直後～ノビエ3.5葉期（ただし、収穫90日前まで）
ジャスタ／クサウェポン1キロ粒剤
播種同時処理も可能。ノビエから多年生雑草、畦畔侵入雑草まで非常に幅広い草種をカバー。
条件が良ければ本剤のみで一発除草も可能です！

移植
14日後

移植
20日後

NEW

草枯らしMIC
クサクリーン液剤
雑草の葉にかけて根まで枯れる茎葉処理
除草剤。やっかいな多年生雑草を耕起前
にしっかり防除できます。

໐水稲耕起前の雑草防除に。
○生育期間中の畦畔の雑草防除にも効果的
です。
○収穫後の散布で、クログワイ等の多年性雑
草の翌年の発生を抑えます。
○直播水稲では出芽前まで使用可能です。

拡散性能を飛躍的に向上させた
三井化学アグロ独自のジャンボ剤
の製剤技術です。

ソニックスプレッド®
テクノロジーとは？

動画を
チェック！

サイラ、CYRAはシクロピリモレートのブランド名です。

＊1有効成分の混合相手の要因で影響が出る剤もあります。

＊2新技術

直播用 中・後期除草剤

稲3葉期～ノビエ5葉期（ただし、収穫30日前まで）
ワイドアタックSC

移
植
水
稲

水稲耕起前の雑草防除に

直播用 初期除草剤直
播
水
稲

【ノビエ、広葉、多年生雑草が残った圃場に】

【ノビエが残った圃場に】
稲3.5葉期～ノビエ4葉期まで（ただし、収穫50日前まで）

は種後10日～ノビエ6葉期（ただし、収穫50日前まで）

※農薬をご使用の際は、ご購入先、弊社ホームページなどで最新の登録内容をご確認ください。

除草剤の体系処理例病害虫雑草防除のポイント
雑草対策
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主な斑点米カメムシ
口器が弱く稲籾を貫通できないカスミカ
メ類が主な加害種となる。加害時期は登
熟前期が多い。

クモヘリカメムシなどが主な加害種で、
乳熟中期以前に加害されると、しいなや
屑米になることが多い。

イネカメムシなどが主な加害種。乳熟中
期以前に被害を受けると屑米に、乳熟後
期に被害を受けると玄米の基部しなびた
ようになる。

稲籾のどの部分からでも口器を突き刺す
ので、吸汁部位が特定できない。

アカヒゲホソミドリカスミカメ
成虫による斑点米

クモヘリカメムシ成
虫による斑点米

イネカメムシ成虫に
よる斑点米

ホソハリカメムシ成
虫による斑点米

体は細長く淡緑色で、触角は淡橙
色。西日本では類似種のヒメホソミ
ドリカスミカメが発生する。

アカヒゲホソミドリカスミカメ
（イネホソミドリカスミカメ）

頂部（頂部上半部）加害縫合部加害 基部加害無差別加害

カメムシは稲の出穂期～
乳熟期に口針を籾に挿し
込み吸汁被害をおよぼし
ます。出穂期に吸汁され
た籾は登熟せずしいなや
屑米に、黄熟期以降に吸
汁されると斑点米になり
ます。 籾が空籾状になる 未成熟で粒径が小さくなる 米粒に茶褐色の斑点が残る

■大型のカメムシ

■中～小型のカメムシ

カメムシによる斑点米被害はカメムシの種類によって加害部位が異なるため、加害部位から種類を推察することができます。

成虫成虫 成虫成虫 成虫成虫 成虫成虫

成虫成虫 成虫成虫 成虫成虫 成虫成虫

2齢幼虫2齢幼虫

■斑点米から種類を判別

加害部

主な加害
カメムシ

特長

クモヘリカメムシ

アカスジカスミカメ、
アカヒゲホソミドリカスミカメ

5齢幼虫5齢幼虫 2齢幼虫2齢幼虫 2齢幼虫2齢幼虫

5
0

10
15
20
成虫の体長

11～17mm

アオクサカメムシ、ホソハリカメムシ、
トゲシラホシカメムシ、オオトゲシラホシカメムシ イネカメムシ

5
0

10
15
20
成虫の体長

12～13mm

5
0

10
15
20
成虫の体長

9～11mm

〔カスミカメムシ科〕

5齢幼虫5齢幼虫 5齢幼虫5齢幼虫

5
0

10
15
20
成虫の体長

4.5～6mm 5齢幼虫5齢幼虫

5
0

10
15
20
成虫の体長

4.5～7mm 4齢幼虫4齢幼虫

5
0

10
15
20
成虫の体長

5～6mm

5
0

10
15
20
成虫の体長

5～6mm

防除方法

水田内のノビエの穂やイヌホタルイの小穂、水田周辺のイネ科雑草等は
斑点米カメムシの誘因源、発生源となるので、結実前に除草することが
大切です。特に、水稲が出穂する2～3週間前と水稲の出穂期頃に除草
を行うことで、カメムシ類の水田への侵入を抑えることができます。

■薬剤防除

成虫が稲に産卵 幼虫が孵化

周辺の雑草地や水田
内のイヌホタルイ、ノ
ビエ等からえさや産
卵場所を求めて出穂
期の稲を目指して飛
来。

■除草による水田への斑点米カメムシの飛び込み抑制

一般種の場合、成虫は餌を
求めて周辺の雑草に移動
するが、みつひかりは生育
期間が長いため、水田内に
留まる傾向にある。

出穂開始 穂揃い期 登熟期 刈取り成熟期

成虫による加害
孵化した幼虫による加害

斑点米カメムシの誘因源となるイヌホタルイの小穂（左）とノビエの穂（右）

斑点米の原因となるカメムシ類やウンカ類に対し、高い殺虫効果に加えて
カメムシの吸汁阻害効果を示す有効成分ジノテフラン（製品名：スターク
ル、スタークルメイト、アルバリン）と、安定した殺虫力を示す有効成分エト
フェンプロックス（製品名：トレボン）を配合した殺虫剤で、害虫被害から水
稲をしっかり守ります。

エトフェン
プロックス配合
の殺虫剤

ジノテフラン配合
の殺虫剤

産卵で飛来した成虫を
叩く！

成虫と孵化した幼虫を
叩く！

カメムシが多発した際は、
必要に応じて防除

散布体系例

黄緑色の体色で、斑点米カメムシ類
の中では大型。

クモヘリカメムシ
〔ヘリカメムシ科〕

5
0

10
15
20
成虫の体長

15～17mm

黄淡い黄緑色の体色。背に橙赤色の
縦条がある。

アカスジカスミカメ
〔カスミカメムシ科〕

体色は主に全体緑色で光沢がなく、
無色の点刻が全体を覆う。

アオクサカメムシ
〔カメムシ科〕

前胸両端の突起の先が尖り、左右複
眼の間に白い条線がある点で、オオ
トゲシラホシカメムシとは異なる。

トゲシラホシカメムシ
〔カメムシ科〕

黄褐色の体色に黒く小さな点刻が
ある。背の全胸の両側先端が鋭く尖
り、突出する。

ホソハリカメムシ
〔ヘリカメムシ科〕

トゲシラホシカメムシに比べ前胸部
背面の点刻が均一で、腹面が全面黒
色。背面の突起の先は鋭くない。

オオトゲシラホシカメムシ
〔カメムシ科〕

成虫の体色は褐色。前胸中央近くに
小さな黒点が2つある。

イネカメムシ
〔カメムシ科〕

三井化学アグロの本田殺虫剤

初期の被害
しいな
初期の被害
しいな

後期の被害
斑点米
後期の被害
斑点米

中期の被害
屑米

中期の被害
屑米

出穂が始まるとカメムシはえさや産卵場所を求めて、イネ科雑草や収穫後の水田から水田に飛来します。被害を抑えるためには、吸汁前にしっ
かりと薬剤防除を行うことが大切です。みつひかりは収穫の遅い品種のため、他の品種の収穫が終わったところから飛来し、滞在する傾向にあ
るので注意してください。

※地域、気象条件、圃場条件により、カメムシの発生状況が異なります。必ず圃場の発生状況を確認して判断してください。

乳剤
EW

粒剤

※農薬をご使用の際は、ご購入先、弊社ホームページなどで最新の登録内容をご確認ください。

カメムシ類病害虫雑草防除のポイント
本田害虫防除 ①



カメムシによる吸汁被害
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中国大陸

中国大陸

第1世代 第2世代 第3世代
トビイロウンカ 発生量：

発生量：幼虫： 成虫：

発生量：

九州を中心に6月中旬～7月中旬にかけて
風に乗って大陸から飛来する。

《植物体への加害による生育不良》《坪枯れ》

発生は西日本に多く主に8
月～10月に多発するので
「秋ウンカ」と呼ばれる。毎
年6月中旬～7月中旬に大
陸から成虫が飛来し、年3
～4回発生する。幼虫は株
元に群れ2週間で成虫にな
る。少数の飛来でも世代を
重ねて増加し、坪枯れや倒
伏などの被害をもたらす。

水稲で問題となる主なウンカは、トビイロウンカ、セジロウンカ、ヒメトビウンカの3種類です。何れも稲の茎や葉
を吸汁し、トビイロウンカでは坪枯れ、ヒメトビウンカでは縞葉枯病の原因となるウイルスを媒介するなどの被害
を及ぼします。特に近年では西日本を中心にトビイロウンカによる坪枯れが多く発生し、問題となっています。

《植物体への加害による生育不良》 《イネ体への汚れ》

5月 6月 7月 8月 9月 10月移植前

育苗箱処理剤

●地際近くに多く生息するので、株元によくかかるようにていねいに散布する。
●年に複数回飛来することも多いので、薬剤散布後も必要に応じて追加
散布を行う。

●育苗箱処理剤と本田防除は異なる系統の薬剤を使用する。

トビイロウンカ

ウンカの種類と被害

体長は4～5mm。褐色～黒
褐色の体色で、体全体が油
ぎって鳶色に見える。頭部の
先の突出度は少ない。

成虫（長翅型）

幼虫の体色は褐色。水面に
払い落すと、水平に脚を広
げる。

葉鞘の組織内等に数粒～
20粒ほど卵粒同士をくっ
つけて産み込む。

卵

成虫（短翅型）

坪枯れが発生した圃場

被害株

幼虫の体色は褐色。水
面に払い落すと、水平
に脚を広げる。

成虫（長翅型）

幼虫

吸汁加害により、出穂後に
株が黄白色に枯死する。

初めは土俵のように円く枯
れ（坪枯れ）、後に周囲に広
がり倒伏する。

株元に群生する成・幼虫

成・幼虫は株元に群れ、吸汁
加害する。

被
害

被
害

被
害

体長は2～3mm。頭部は淡
黄色。雌の胸部背面は淡黄
色で、雄は黒色を帯びる。

成虫（長翅型）

7月の気温が高めに推移す
ると短翅型の雌成虫の発生
が多くなる。

茎内に4～20粒の卵塊を
産卵する。

卵

成虫（短翅型）

不稔穂

葉に現れた病徴

幼虫の体色は黄色～うす
茶色。水面に払い落すと、
後脚は八の字形になる。

成虫（長翅型）

幼虫

葉脈に沿って黄緑色～黄白
色の縞状の斑紋が現れる。

8下旬～9月上旬の発病では
穂が出すくみや不稔になる。

罹病株

6月中旬～7月上中旬に発
症すると、葉がこより状に
なり枯れる「ユウレイ症状」
となる。

産卵痕

枯死した株

被害が激しい箇所は一面が
黄変枯死する。

吸汁や産卵時の葉鞘被害
により、生育不良となる。

茎にすす病が発生した株

粘液が絡み付いた株

糸のような粘液を排出し、
イネ体に絡み付く。

セジロウンカの排泄物にすす
病が発生し、イネが黒く汚れる。

幼虫が畦畔､果樹園等のイ
ネ科植物やレンゲ等で越
冬する土着のウンカで、全
国で発生する。成虫は年5
回発生する。6月に第2回
成虫が多発し水田に侵入
し、7月上中旬に第2世代
幼虫が多発する。9～10
月に第5回成虫が現れ畦
畔や草地に移る。ウイルス
病を媒介し、イネでは縞葉
枯病、黒すじ萎縮病を感染
させる。

ヒメトビウンカ

主に九州を中心とした西日
本に大陸から飛来するが、
多発年には北日本まで飛
来する。7月末～8月に多
発するので「夏ウンカ」と
呼ばれる。トビイロウンカ
より飛来量は多く、暖地で
年3回､北日本で2回発生
する。被害田は成・幼虫の
排泄物で茎葉にすす病が
発生し、虫の粘液により株
元に細糸が生じる。時に吸
汁により葉鞘が変色腐敗し
流れ葉が発生することが
ある。

セジロウンカ

体長は3～4mm。白っぽい
体色で、背中に黄白色の筋が
ある。頭部の前面に2本の黒
い筋があり、突出する。

成虫（長翅型）

個体密度が下がると、雌の
成虫に翅の短い短翅型が
発生する。

葉鞘に数粒～20粒をくっつ
かせずに並べて産卵する。

卵

成虫（短翅型）

幼虫の体色は白～灰
色。水面に払い落す
と、水平に脚を広げる。

成虫（長翅型）

幼虫

セジロウンカに比べて飛来数は少ないが、
世代を繰り返すごとに急激に増え続ける。

第二世代から増加し、第三世代では
高密度で加害するので坪枯れを出す。

収穫に合わせて水田
から飛び去るが、国内
では越冬できない。

第1世代 第2世代
セジロウンカ

育苗箱処理剤

本田防除

セジロウンカ（夏ウンカ）はトビイロウンカ
（秋ウンカ）に比べて飛来数は多いが、

その後の増殖率は低い。
ほぼイネのみに寄生し、トビイロウンカより

イネの上部の葉鞘に産卵する。
比較的若いイネを好むので、

収穫期（9月）には水田から飛び去る
（国内では越冬できない）。

第2世代第1世代 第3世代 第4世代
ヒメトビウンカ

イネ科雑草や小麦畑で越冬した個体が、
麦刈りの時期に近くの水田に移動する。 水田では2～3世代経過する。 幼虫が畦畔や果樹園のイネ科雑草で

越冬し、翌年の発生源となる。

麦畑麦畑

●必要に応じて本田防除を行う。

縞葉枯病の発生を抑えるためは、苗の移植から幼穂形
成期まで発生を抑えることが重要なので、ウンカ類に
効果の高い育苗箱処理剤で初期防除を行う。

主に6～7月の
梅雨期に飛来する。

飛来した次の世代の7月下旬～
8月中旬に最も密度が高くなる。

常発地では育苗箱処理剤で
初期防除を行う。

本田防除

本田防除重点防除期
●必要に応じて本田防除を行う。

育苗箱処理剤
飛来したウンカをはじめ、
そのほかの害虫の長期間
の防除が可能。

耕種的防除
●稲の収穫後の圃場は秋から冬の間に耕起を行う。
●ヒメトビウンカの越冬を防ぐため、畦畔のイネ科雑草
を取り除く。

《縞葉枯病》

分げつ期 幼穂 形成期 出穂期 登熟期

5月 6月 7月 8月 9月 10月移植前
分げつ期 幼穂 形成期 出穂期 登熟期

5月 6月 7月 8月 9月 10月移植前
分げつ期 幼穂 形成期 出穂期 登熟期

耕種的防除
●周囲より極端な遅植は避ける。

※窒素肥料を多く施用する、株密度が
高いなども多発原因となる。

ウンカの発生消長例と防除方法
移植前に長期間残効のある育苗箱処理剤を施用してください。
尚、発生消長は代表的なものであり、地域や年度によって発生時期、発生量は大きく変動します。防除に際しては地域の病害虫防除所や普及
センターの予察情報・指導を参考に、必要に応じて本田防除を行うことが大切です。

※農薬をご使用の際は、ご購入先、弊社ホームページなどで最新の登録内容をご確認ください。

ウンカ類病害虫雑草防除のポイント
本田害虫防除 ②



カメムシによる吸汁被害

葉鞘が暗灰色から褐色となり、その後、第1､
2本葉に葉いもち病斑を生じ、激しい場合
は立枯れとなる。立枯れを免れた発病苗を
本田に移植すると、葉いもちの原因となる。

24 25

近年、関東以西の太平洋沿岸部や西日本で被害が広がっているスクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）。 
1981年頃より養殖用に国内に導入されたものが流出して野生化し、現在では対策の必要性が高い
「重点対策外来種」に選定されています。水田では田植え直後の柔らかい稲の葉を食害します。

本田の主要病害であるいもち病や紋枯病の発生時期は、稲にとって大切な幼穂の形成や茎数の確保
の時期に重なり、病害が発生するとその後の生育や収量に大きな影響を及ぼします。
被害を未然に防ぐために、日常的な圃場観察や予察情報に注意し、適期防除を心掛けることが大切です。

スクミリンゴガイの形態と被害

スクミリンゴガイの防除方法

いもち病の発生と被害

紋枯病の発生と被害 稲こうじ病の発生と被害

成貝の殻高は80mm。殻の色は黄褐色～黒褐色
で、黒色に近いものもある。貝は右巻き、殻口は
広く大きく角質のふたを有する。

稲（左上）、コンクリート（上）、水田畦畔
の雑草（右）に埋めつけられた卵。濃い
ピンク色で、200～300個ほどの卵か
らなる卵塊を形成する。ふ化直前にな
ると、黒～白っぽく変色する。

成貝 卵

食害を受けた稲株。特に柔らかい植物を
好み、稲では3～4葉期までが食害され
やすい。

通常の水田（左）と被害田（右）の比較。ス
クミリンゴガイの食欲は旺盛で、1日に自
分の体重の半分ほどの量を摂取し、大き
な個体ほど被害は甚大となる。

いもち病は稲に大きな被害をおよぼす重要な病害で、苗代期から収穫期までの、ほぼ全ての生育期間で発生する。葉、節、穂首、もみなど、各部が侵
されるおそれがあり、発生する生育ステージにより「苗いもち」「葉いもち」「穂いもち」等と呼ばれる。比較的湿度が高く、気温が低い年に多発する
ほか、窒素肥料の使用過多も原因となる。

雌成貝の産卵回数は20～30回で、産卵期間は4月～10月。年間の産卵数は3,000個以上で、繁殖力が高い。卵は水辺の植物の茎や杭、コンク
リートの壁面等に産み付けられ、25℃で約2週間でふ化する。ふ化幼貝は水中に落下し、藻などの柔らかい植物等を食べ、2～3か月で成貝になる。
寿命は2～3年。寒さに弱く、暖冬の年は越冬率が上がる。

前年の被害株に形成された菌核が翌年稲株に付着し、幼穂形成期以降の
高温、多湿で発芽し、葉鞘内部に侵入して発病する。発病後は上方進展と
隣接株への感染により進展する。ひどくなると下葉から枯れ上がり、倒伏
しやすくなる。高温、多湿、多窒素、早期・早植栽培は発病を助長する。

籾だけに発生し、発病すると品質低下や減収につながる。乳熟期に頴の
隙間から小菌塊が現れ、籾を覆う。塊は成熟すると粉状となって亀裂す
る。収穫期にはこの上に黒色の菌核が形成される。穂ばらみ期から出穂
期に低温・多雨状態となる場合に多発する

いもち病の防除方法
□被害株の藁や籾を放置せず、取り置きの苗は処分する。
□窒素肥料を適切な量で施用する。

□健全な種もみを使用して種子消毒を徹底する。
□いもち病に対する発生予察情報を利用し適期に薬剤防除を行う。

三井化学アグロの本田病害虫薬剤

○紋枯病と稲こうじ病を同時防除できます。
○根からすばやく吸収され、速効性に優れます。
○使用適期は出穂2～3週間前です。

苗いもち

病斑拡大が速やかで、最も伝染力の強い湿潤型病斑（左）と、湿潤型病斑から移行し最
も普通に見られる止まり型病斑（右）。気温と夜間の降雨が発生に最も影響し、いもち病
抵抗性が弱い品種の作付けや窒素過多の栽培で多発生しやすい。

穂いもちは発生部位により「籾いもち」「穂
首いもち」「節いもち」等、呼び名が異な
る。主な伝染源は止葉、次葉に発生した葉
いもち病斑。

穂いもち

湿潤型病斑

病斑上に形成された菌核。菌核は鼠糞状
の淡褐色。

発病株。緑褐色～褐色で、内部が灰緑色～
灰白色の楕円形病斑を形成する。病斑は
下位から上位へと進展する。

発病初期の罹病穂。緑黄色の肉塊状の突
起が徐々に肥大し緑黒色となる。

典型的な罹病穂。塊は濃緑色から緑黒色
となる。

止まり型病斑 穂首いもち

紋枯病の防除方法
□水際部で初期発生が見られたら、幼穂形成期から乳熟期に
かけて薬剤散布を行う。常発地では育苗箱施薬剤も有効。
□適切な肥培管理を行い、過繁茂、茎の軟弱化を防ぐ。

稲こうじ病の防除方法
□発病した籾は早めに取り除く。
□窒素過多は発生を助長するので適切な肥培管理を心が
け、薬剤による防除を行う。

葉いもち

○水生生物への影響が少なく、環境への負荷が低い薬剤です。
○使用時期・回数の制限がないため、スクミリンゴガイ発生時にいつ
でも散布できます。
○特別栽培米においても使用回数をカウントされません＊。
○食害防止を主として殺貝も可能なダブルの効果があります。
＊各地方自治体の定める認定機関判断によりますので、ご不明の場合は関係
機関にお問い合わせください。

三井化学アグロのスクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）駆除剤

スクミンベイト®3はスクミリンゴガイが剤を食べることで
内蔵機能を破壊し、弱らせる効果があります。弱ったスクミ
リンゴガイはエサを食べることができず、4～5日後に死亡
します。また、有効成分の燐酸第二鉄は土壌中に存在する
天然由来の成分で、使用する時期や回数に制限がなく、発
生状況に合わせた散布が可能です。

主な耕種的防除

薬剤防除

□用水路や取り水口の管理

□燐酸第二鉄粒剤等の登録薬剤を散布することで、
　殺貝や食害防止を図ります。

□浅水管理 □冬期の耕うん

田植え前に水路の泥上げや、取水口・排水口に侵入防止
のため9mm目合い程の金網やネットを取り付けます。

本貝は水中でないと摂食ができないため、水深を4cm
以下にすることで、摂食行動を抑制できます。
※浅水管理は除草剤の効果不足に繋がるおそれもある
ため、実施が困難な場合は薬剤散布との組み合わせ
により被害防止に努めてください。

厳寒期前、土壌水分が少なく田面が硬いときにロータ
リー耕うんによりスクミリンゴガイを物理的に破壊、ま
たは寒風にさらし、越冬個体を駆除します。

●移植時のスクミリンゴガイの被害が出る前に散布する。
●湛水状態で、発生状況に応じ、圃場全面に均一に散布、または深水部位に局
所的に散布、額縁散布などを行う。
●散布後、3～4日間は湛水状態（水深3～5cm）を保つ。

被
害

スクミンベイト®3の特長

薬剤防除の

®
○1成分で2つの作用性（メラニン生合成阻害MBI-P
と病害抵抗性誘導）を持つトルプロカルブを配合し、
いもち病菌を強力にブロックします。

○残効性に優れています。
○黒ボク土壌でも防除効果が安定しています。
○農林水産省「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュア
ル」に掲載された農薬です。

○1成分で2つの作用性（メラニン生合成阻害MBI-P
と病害抵抗性誘導）を持つトルプロカルブを配合し、
いもち病菌を強力にブロックします。

○いもち病に加えて、紋枯病、稲こうじ病、墨黒穂病、
ウンカ類、斑点米カメムシ類などに効果のある本田
処理粒剤です。

水深
4cm

® 粒剤・1キロ粒剤
500グラム粒剤・パック粒剤・1キロ粒剤 粒剤

※農薬をご使用の際は、ご購入先、弊社ホームページなどで最新の登録内容をご確認ください。

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）病害虫雑草防除のポイント
本田害虫防除 ③

いもち病、紋枯病、稲こうじ病
本田病害防除

病害虫雑草防除のポイント




